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写真1　柳川重信画「英一蝶肖像」
『先哲像伝』五（国立国会図書館デジタル
コレクション）掲載の図を元に加工。

図1　「北窓翁退筆冡記」碑（拓本）
磯ヶ谷紫江『墓碑史蹟研究』第7巻（後苑荘、昭和5年）
（国立国会図書館デジタルコレクション）掲載の図を元
に加工。
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○英一蝶　没後300年

冝雲寺にあった英一蝶の石碑

○旧大石家住宅年中行事だより
～七夕飾り・お月見飾りを実施しました～

○資料紹介

「亀戸村の一員」となった大名屋敷
～庄内藩酒井家の抱屋敷購入～

○江東歴史紀行

川に木材が浮かぶ町
〜木置場の広がり〜

○文化財を伝える

文化財説明板

江
東
区
に
は
、
紙
史
料
や
石
造
物
な
ど
現

在
で
は
失
わ
れ
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
が
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
拓
本
や
翻ほ

ん

刻こ
く

文
、

写
真
な
ど
か
ら
そ
の
存
在
を
窺う

か
が

え
る
も
の
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
冝ぎ

雲う
ん

寺じ

（
白
河
2
ー
7
ー
10
）
に
存
在
し
て
い
た

絵
師
・
英

は
な
ぶ
さ

一い
っ

蝶ち
ょ
う（

１
６
５
２
〜
１
７
２
４
／

写
真
1
）
に
関
す
る
石
碑
「
北ほ

く

窓そ
う

翁お
う

退た
い

筆ひ
つ

冡づ
か

記き

」（
図
1
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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１
８
１
８
）
に
見
え
ま
す
。

元げ
ん

禄ろ
く

11
年
（
１
６
９
８
）、
罪
名
は
不
明

で
す
が
三み

や
け宅

島じ
ま

に
流る

刑け
い

に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
将
軍
綱
吉
死
去
後
の
宝ほ

う

永え
い

6
年

（
１
７
０
９
）
9
月
に
赦し

ゃ

免め
ん

と
な
り
、
江
戸

に
戻
り
ま
す
。
の
ち
に
、画
名
を
「
英
一
蝶
」、

画
号
を
「
北
窓
翁
」
な
ど
と
し
た
こ
と
が
『
武

江
年
表
』
同
年
同
月
の
項
に
見
え
ま
す
。
そ

の
後
、
深
川
の
冝
雲
寺
に
仮
住
ま
い
し
て
い

た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
同
寺
は
一

蝶
寺
の
別
称
が
あ
り

ま
す
。

一
蝶
は
の
ち
に
、

霊れ
い

巖が
ん

寺じ

門
前
に
移
り

住
ん
だ
と
伝
わ
り
ま

す
（「
英
一
蝶
宅
跡
」

三
好
１
︱
１
・
8
付

近
、
江
東
区
登
録
史

跡
）。
ま
た
、『
武
江

年
表
』
宝
永
6
年
9

月
の
項
に
は
「
深
川

長
堀
町
に
住
ひ
す
」

と
見
え
ま
す
が
、「
長

堀
町
」は
永
堀
町（
現

福
住
2
︱
6
～
8
付

近
）
を
指
す
も
の
と

冝
雲
寺
に
あ
っ
た
石
碑
に
つ
い
て

冝
雲
寺
に
は
か
つ
て
「
北ほ

く

窓そ
う

翁お
う

退た
い

筆ひ
つ

冡づ
か

記き

」

と
い
う
石
碑
（
筆ふ

で

塚づ
か

碑
）
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。「
北
窓
翁
」
は
英
一
蝶
の
画
号
の
一

つ
で
、「
退
筆
」
と
は
筆
先
が
す
り
減
っ
て

使
え
な
く
な
っ
た
筆
の
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。『
武ぶ

江こ
う

年
表
』
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）

７
月
の
項
に
は
、「
深
川
冝
雲
寺
に
英
一
蝶

の
筆
塚
を
築
き
碑
を
立
つ
る
（
市
野
光
彦
文

を
撰
し
、
英
一
珪
こ
れ
を
建
つ
る
。
こ
れ
は

一
蝶
寓
居
の
所
也
し
故
な
り
）」
と
見
え
ま

す
。
碑
は
一
蝶
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
85
年
後

に
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
蝶
の
事
跡
と
深
川　

英
一
蝶
は
、
承

じ
ょ
う

応お
う

元
年
（
１
６
５
２
）、

伊
勢
亀
山
藩
の
侍じ

医い

で
あ
っ
た
多た

賀が

白は
く

庵あ
ん

の

子
と
し
て
京
都
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
は

猪い

三さ
ぶ

郎ろ
う

、
諱い

み
な

は
信
香
。
そ
の
後
、
父
と
と
も

に
江
戸
に
出
て
、
17
歳
で
御
用
絵
師
の
狩か

野の
う

安や
す

信の
ぶ

に
絵
画
を
学
び
、「
多た

賀が

朝ち
ょ
う

湖こ

」
の
画

名
の
ほ
か
様
々
な
画
号
を
用
い
主
に
絵
師
と

し
て
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
俳
句
も
嗜た

し
な

み
、

「
暁

ぎ
ょ
う

雲う
ん

」
な
ど
の
俳
号
を
用
い
、
松
尾
芭
蕉

と
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
な
お
、
宝

た
か
ら

井い

其き

角か
く

と
と
も
に
深
川
の
芭
蕉
庵
を
訪
れ
た
こ
と

が
、英
一い

っ

珪け
い

編
『
北
窓
翁
遺
文
』（
文
政
元
年
・

冝
雲
寺
に
あ
っ
た
英
一
蝶
の
石
碑

英
一
蝶　

没
後
３
０
０
年

考
え
ら
れ
ま
す
。

享き
ょ
う

保ほ
う

9
年
（
１
７
２
４
）
1
月
13
日
に
一

蝶
は
亡
く
な
り
ま
す
。
墓
は
麻あ

ざ

布ぶ

承じ
ょ
う

教き
ょ
う

寺じ

（
現
港
区
高
輪
２
）
の
塔た

っ

頭ち
ゅ
う

顕け
ん

乗じ
ょ
う

院い
ん

に
建
て

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、
同
院
が
廃
院
と
な

り
承
教
寺
に
移
設
さ
れ
ま
す
（
都
指
定
旧

跡
）。
こ
れ
と
は
別
に
、
明
治
45
年

（
１
９
１
２
）
に
は
本
門
寺
内
の
承
教
寺
墓

地
（
現
大
田
区
池
上
2
︱
11
）
に
一
族
の
墓

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
北
窓
翁
退
筆
冡
記
」
碑
に
つ
い
て

こ
の
石
碑
に
つ
い
て
は
、『
深
川
寺
社
書

上
』（
文
政
10
～
11
年
・
１
８
２
７
～
２
８

／
以
下
『
書
上
』）、『
御
府
内
備
考
続
編
』（
文

政
12
年
・
１
８
２
９
／
以
下
『
続
編
』）、

『
新し

ん

武ぶ

州し
ゅ
う

金き
ん

石せ
き

銘め
い

類る
い

』（
凸と

つ

凹お
う

主
人
編
、
愛
知

県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
な
ど
江
戸
時
代

後
期
の
史
料
の
他
、
明
治
42
年
3
月
発
行
の

『
大
日
本
名
所
図
会
』
第
65
号
（
以
下
『
大

日
本
』）
に
翻
刻
文
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す（
い
ず
れ
も
誤
字
脱
字
等
あ
り
）。
ま
た
、

昭
和
4
年
6
月
に
発
行
さ
れ
た
『
墓
碑
史
蹟

研
究
』
第
65
冊
（
墓
碑
史
蹟
研
究
発
行
所
、

後
に
合
冊
本
で
あ
る
第
7
巻
（
後
苑
荘
、
昭

和
5
年
）
に
再
掲
載
／
以
下
『
墓
碑
史
』）

に
は
拓
本
（
図
1
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
武
江
年
表
』
の
記
述
ど
お
り
、
碑
文
は
漢

学
者
の
市
野
光
彦
（
迷め

い

庵あ
ん

／
１
７
６
５
～

図2　「北窓翁退筆冡記」碑の翻刻文
『深川寺社書上』『御府内備考続編』『新武州金石銘類』『大日本名所図会』
第65号掲載の翻刻文を元に作成（一部誤字を訂正）。

文
化
己
巳
秋
七
月
　
江
戸
市
野
光
彦
撰
並
書
　
狩
谷
望
之
篆
額
　
曽
孫一珪
建

近
代
繪
事
之
巧
莫
北
窓
翁
若
焉
其
氣
象
之
豪
放
筆
力
之
遒
勁
足
以
追
蹤
於
古
名
人
而
新
奇

洒
落
其
所
獨
得
者
也
翁
姓
多
賀
氏
諱
信
香
一
名
朝
湖
又
有
暁
雲
翠
蓑
隣
樵
等
之
別
號
考
曰

白
菴
諱
某
京
師
人
也
翁
幼
遊
江
戸
某
侯
嘗
愛
其
頴
悟
使
之
學
畫
於
牧
心
齋
先
生
居
久
之
盡

得
其
筆
法
時
又
戯
倣
岩
佐
重
起
菱
川
師
信
而
畫
時
世
風
俗
有
春
蠺
吐
絲
雲
行
水
流
之
姿
而

翁
之
名
籍
甚
元
禄
中
坐
事
配
流
於
三
宅
嶋
烏
乎
夫
孤
身
眇
然
寄
於
滄
波
之
間
誰
不
歔
欷
傷

懐
以
死
翁
之
在
嶋
也
殆
十
餘
年
其
志
無
少
撓
而
其
技
亦
大
進
翁
之
言
曰
李
唐
之
野
牛
髙
然

　
之
疊
山
我
得
之
嶋
中
景
則
可
謂
造
次
不
忘
者
矣
寳
永
己
丑
遇
赦
歸
江
戸
始
改
名
一
蝶
姓

英
氏
別
號
北
窓
盖
有
所
辟
也
歸
都
之
後
尤
稱
超
軼
老
成
精
熟
妙
詣
至
處
冝
矣
其
尺
絹
片
紙

人
爭
寳
之
翁
又
偶
為
國
字
文
有
朝
妻
舟
謌
朝
清
水
記
傳
於
世
翁
以
享
保
甲
辰
正
月
十
三
日

卒
享
年
七
十
三
葬
於
麻
布
𣴎
教
寺
中
有
一
男
夭
養
姪
一
舟
為
嗣
一
舟
生
一
川
生
一
珪
皆
能

守
家
法
不
墜
其
聲
予
與
一
珪
友
好
一
珪
嘗
謂
予
曰
破
硯
退
筆
手
澤
存
焉
子
孫
之
情
豈
無
恝

乎
廼
思
欲
築
塚
以
蔵
之
願
子
為
記
之
予
曰
敬
諾
今
玆
七
月
築
塚
於
深
川
冝
雲
寺
世
或
稱
一

蝶
寺
以
翁
曽
寓
居
於
此
也
且
其
屏
風
歩
障
亦
翁
之
所
畫
也
嵩
谷
老
人
為
修
補
之
嵩
之
學
於

翁
嵩
谷
學
於
嵩
之
故
有
此
擧
云
予
略
次
第
其
事
跡
為
文
刻
石
以
建
之
唯
愧
庸
劣
淺
才
不
足

以
稱
揚
翁
之
畫
之
妙
也
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１
８
２
６
）
が
撰
文
選
書
し
、
英
派
の
絵
師

で
曽そ

う

孫そ
ん

で
あ
る
英
一
珪
（
１
７
４
７
～

１
８
４
４
）
が
建
て
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
碑
正
面
上
位
の
篆て

ん

書し
ょ

銘
は
考
証
学
者

で
あ
る
狩か

り

谷や

望も
ち

之ゆ
き

（
棭え

き

斎さ
い

／
１
７
７
５
～

１
８
３
５
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

碑
文
（
図
2
）
に
は
、一
蝶
が
京け

い

師し

（
京
都
）

で
生
ま
れ
た
こ
と
、
三
宅
島
へ
の
配は

い

流る

、
逝せ

い

去き
ょ

後
に
承
教
寺
に
葬ほ

う
む

ら
れ
た
こ
と
な
ど
前
述

の
事
跡
と
と
も
に
、
仮
住
ま
い
し
た
冝
雲
寺

に
英
一
珪
が
筆
塚
を
築
い
た
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
大
日
本
』
や
『
墓

碑
史
』
な
ど
に
は
、
碑
の
側
面
に
一
蝶
の
辞じ

世せ
い

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
あ
り
、『
続
編
』

な
ど
に
は
「
英
一
蝶
七
十
一
歳
辞
世
」「
ま

き
ら
は
す
う
き
世
の
業
の
色
と
り
も
あ
り
と

や
月
の
う
す
墨
の
空
」「
片
岡
浄
有
摸
」「
松

鶴
年
刻
」
と
見
え
ま
す
。
片
岡
浄
有
に
つ
い

て
は
不
明
で
す
が
、
松
鶴
年
は
岸が

ん

駒く

の
弟
子

で
江
戸
時
代
後
期
の
絵
師
で
あ
る
赤
松
鶴か

く

年ね
ん

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

石
碑
の
所
在
に
つ
い
て

『
続
編
』
に
は
境
内
図
（
大
正
12
年
の
関

東
大
震
災
の
区
画
整
理
前
）
が
あ
り
、
表
門

の
南
東
（
白
河
2
︱
16
・
17
辺
り
）
に
「
一

蝶
碑
」
の
注
記
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
葛

西
志
』（
文
政
4
年
・
１
８
２
１
）
に
は
「
門

を
入
て
客
殿
へ
ゆ
く
路
の
右
側
に
あ
り
」、

『
書
上
』
に
は
「
表
門
並
木
下
右
英
一
蝶
之

碑　

長
四
尺
八
寸
（
約
1
・
5
m
）　

巾
尺

八
寸（
約
0
・
5
m
）」「
同
左
董
堂
敬
義
之
塚
」

「
同
所
同
碑
」
と
見
え
ま
す
。
ち
な
み
に

「
董と

う

堂ど
う

敬
義
之
塚
」は
文
化
３
年（
１
８
０
６
）

建
立
の
石
碑
（
所
在
不
明
）
で
、「
同
所
同
碑
」

が
冝
雲
寺
境
内
に
現
存
す
る
「
董
堂
先
生
碑 

文
政
四
年
在
銘
」（
江
東
区
登
録
文
化
財
（
歴

史
資
料
））
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
大
日
本
』
が
発
行
さ
れ
た
明
治
42
年
に

は
、「
一
蝶
の
碑
」
と
「
董
堂
敬
義
の
碑
」

が
い
ず
れ
も
倒
れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。『
墓

碑
史
』
掲
載
の
拓
本
の
注
記
に
は
「
震
災
後

所
在
不
詳
」
と
あ
り
ま
す
が
、『
大
東
京
史

蹟
案
内
』（
育
英
書
院
、昭
和
7
年
）
に
は
「
寺

内
に
文
化
六
年
の
銘
あ
る
一
蝶
の
碑
が
あ
る

が
、
火
に
罹
っ
て
ひ
ど
く
磨
滅
し
て
ゐ
る
」

と
見
え
ま
す
。
震
災
復
興
後
に
現
在
の
寺
域

と
な
っ
て
い
た
昭
和
7
年
の
段
階
で
は
、
所

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後

に
発
行
さ
れ
た
文
献
に
は
石
碑
に
つ
い
て
の

記
載
は
無
く
、
石
碑
自
体
は
伝
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

【
追
記
】
石
碑
の
拓
本
に
つ
い
て
で
す
が
、

文
学
博
士
・
狩か

の
う野

亨こ
う

吉き
ち

旧
蔵
の
原
本
（
軸
装
）

が
東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）
に

現
存
し
て
い
ま
す
（
筆
者
未
見
）。
ま
た
、『
東

京
帝
室
博
物
館
歴
史
部
第
一
区
列
品
金
石
文

目
録
』（
大
正
10
年
）
に
は
「
東
京
深
川
冝

雲
寺
英
一
蝶
筆
冡
碑
銘 

一
枚
」
と
見
え
ま
す

が
、
現
存
す
る
か
は
不
明
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

野
本
賢
二
）

写真１　令和６年度の七夕飾り

写真２　令和６年度のお月見飾り

七た
な
ば
た夕

飾
り

令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）
か
ら
７
月
７

日
（
日
）
の
期
間
で
実
施
、
敷
地
内
に
５
本

の
笹
飾
り
を
設
置
し
ま
し
た
。
期
間
中
の
公

開
日
４
日
間
で
、
１
４
７
人
の
方
が
来
館
さ

れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

ま
た
、
７
月
２
日
（
火
）
か
ら
４
日
（
木
）

の
３
日
間
、
近
隣
の
幼
稚
園
・
保
育
園
を
対

象
に
、
昔
話
な
ど
の
語
り
聞
か
せ
を
行
う
お

話
会
を
行
い
ま
し
た
。
合
計
２
３
８
人
の
園

児
さ
ん
と
引
率
の
先
生
が
来
館
さ
れ
、
社
会

教
育
団
体
「
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト
」
に
よ
る

旧
大
石
家
住
宅
年
中
行
事
だ
よ
り

～
七
夕
飾
り
・
お
月
見
飾
り
を
実
施
し
ま
し
た
～

手
遊
び
な
ど
を
交
え
た
昔
話
と
、
思
い
思
い

の
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
の
飾
り
つ
け
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

お
月
見
飾
り

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
年
中
行
事
と
し

て
、
９
月
14
日
（
土
）
か
ら
23
日
（
月
休
）

の
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。
住
宅
内
の
奥
の

間
に
、
旧
大
石
家
住
宅
が
あ
る
砂す

な

町ま
ち

周
辺
で

行
わ
れ
て
い
た
お
月
見
飾
り
を
再
現
、
お
供

え
物
（
月
見
団だ

ん

子ご

・
ス
ス
キ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・

里
芋
・
柿
・
栗
）
と
、
お
月
見
に
関
す
る
解

説
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

期
間
中
の
公
開
日
６
日
間
で
、
１
５
６
人
の

方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
17
日
（
火
）
に
は
、
七
夕
飾

り
の
時
と
同
様
の
お
話
会
を
行
い
、
１
２
３

人
の
園
児
さ
ん
と
引
率
の
先
生
が
来
館
さ

れ
、
昔
話
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

（
文
化
財
専
門
員　

勝
田
真
幸
）
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『
下
町
文
化
』
で
は
江
東
区
に
ゆ
か
り
の

あ
る
武
家
屋
敷
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
「
亀
戸
村
の
一
員
」
と
な
っ
た

庄
内
藩
酒
井
家
の
抱

か
か
え

屋や

敷し
き

に
つ
い
て
、
致ち

道ど
う

博
物
館
（
山
形
県
鶴
岡
市
）
が
所
蔵
す
る
酒

井
家
文
書
の
古
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

譜
代
の
名
門
・
庄
内
藩
酒
井
家

酒
井
家
は
徳
川
家
康
の
重
臣
酒
井
忠
次

を
藩
祖
と
す
る
譜ふ

代だ
い

大
名
家
で
、
元げ

ん

和な

８
年

（
１
６
２
２
）
に
３
代
忠
勝
が
出
羽
国
庄
内

（
鶴
岡
市
）
に
入
部
し
て
以
来
、
明
治
維
新

ま
で
こ
の
地
を
治
め
ま
し
た
。

庄
内
藩
は
奥
羽
地
方
の
抑
え
と
し
て
配
置

さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
通
常
幕
政
を
担
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
老
・
老
中
な

ど
の
幕
府
要
職
に
就
い
た
藩
主
も
い
ま
す
。

ま
た
、
幕
末
の
動
乱
期
に
は
海
防
の
た
め
の

沿
岸
警
備
や
江
戸
市
中
警
備
組
織
新し

ん

徴ち
ょ
う

組ぐ
み

の
指
揮
を
命
じ
ら
れ
、
戊
辰
戦
争
で
は
奥
羽

越
列
藩
同
盟
に
加
わ
り
新
政
府
軍
と
戦
う
な

ど
譜
代
の
名
門
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

江
戸
の
武
家
屋
敷

江
戸
時
代
は
身
分
制
社
会
で
あ
り
、
土
地

や
屋
敷
な
ど
は
所
有
に
制
約
が
あ
り
、
所
有

者
の
身
分
に
よ
っ
て
町
屋
・
武
家
屋
敷
な
ど

と
分
類
さ
れ
ま
す
。
徳
川
家
が
天
下
人
と
し

て
全
国
の
武
士
の
頂
点
に
君
臨
す
る
と
、
大

名
は
将
軍
の
お
膝
元
で
あ
る
江
戸
に
参
勤
し
、

服
従
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
幕
府
が
江
戸
で
の
居
住
な
ど
の
た
め
に

与
え
た
屋
敷
地
を
拝
領
屋
敷
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
参
勤
交
代
の
制
定
な
ど
に
よ

り
江
戸
で
生
活
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
く

と
拝
領
屋
敷
だ
け
で
は
敷
地
が
足
ら
な
く
な

り
、
町
人
・
百
姓
な
ど
か
ら
土
地
を
購
入
し

て
屋
敷
地
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
抱
屋
敷
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

時
期
に
よ
っ
て
規
制
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幕

府
が
定
め
た
規
則
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
抱

屋
敷
を
「
相あ

い

対た
い

替が
え

」
と
称
し
て
当
事
者
間
（
３

者
以
上
の
場
合
も
）
で
交
換
・
売
買
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

嘉
永
３
年
酒
井
家
の
亀
戸
屋
敷
地
の
購
入

嘉か

永え
い

３
年
（
１
８
５
０
）、
酒
井
家
は
亀

戸
村
地
内
で
永
井
遠
江
守
（
摂
津
高
槻
藩
主

永
井
直
輝
か
）
が
所
持
し
て
い
た
抱
屋
敷
を

「
相
対
」
で
譲
り
受
け
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、

現
在
は
墨
田
区
域
で
す
が
、
当
時
は
横
十
間

川
を
越
え
て
村
域
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
嘉
永
５
年
の
地
図「
本
所
絵
図
」（
図
１
）

で
み
る
と
、
四
ツ
目
通
り
を
挟
ん
で
東
西
に

「
酒
井
左さ

エえ

門も
ん
の

尉じ
ょ
う」（

９
代
藩
主
忠た

だ

発あ
き

）
屋
敷

が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
も
と
も

と
永
井
家
の
屋
敷
だ
っ
た
の
は
東
側
の
土
地

で
あ
り
、
こ
の
時
の
相
対
替
で
酒
井
家
の
所

有
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
の
証
文
が
史
料
１
「
永え

い

代た
い

譲ゆ
ず
り

渡
わ
た
し

證し
ょ
う

文も
ん

之の

事こ
と

」（
酒
井
家
文
書
４
８
６
）
で
、

史
料
か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

・�

敷
地
面
積
は
６
５
８
２
坪（
約
２
１
７
６
０

㎡
）で
東
京
ド
ー
ム
の
約
半
分
の
面
積

・
売
却
代
金
は
金
１
３
５
０
両

・�

亀
戸
村
の
名な

寄よ
せ

帳ち
ょ
う

面め
ん

（
江
戸
時
代
の
村
の

土
地
台
帳
）
を
酒
井
家
の
名
義
に
更
新

・
亀
戸
村
の
年
貢
・
諸
役
を
酒
井
家
が
負
担

・�

証
文
は
大
名
本
人
の
名
義
で
は
な
く
、
両

家
の
家
臣
の
名
前
で
取
り
交
わ
し

・
亀
戸
村
の
村
役
人
が
立
会
い
署
名
捺
印

抱
屋
敷
の
利
用
目
的
は
、
大
名
の
隠
居
所
・

別
荘
、
家
臣
の
住
居
、
蔵
屋
敷
、
武
芸
演
習

場
な
ど
多
種
多
様
で
す
。
嘉
永
３
年
の
酒
井

家
の
屋
敷
地
取
得
の
明
確
な
目
的
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
道
を
挟
ん
だ
反
対
側

に
も
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
敷
地
の
拡
張

が
理
由
の
１
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
庄

内
藩
の
江
戸
屋
敷
は
、
神
田
橋
上か

み

屋や

敷し
き

（
千

代
田
区
）・
浅
草
柳
原
中な

か

屋や

敷し
き

（
台
東
区
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
で

は
不
足
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

大
名
が
江
戸
で
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
に

は
何
ら
か
の
明
確
な
意
図
が
あ
る
は
ず
で
す

の
で
、
酒
井
家
の
目
的
が
今
後
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
大
名
の
江
戸
で
の
生
活
の
多
彩
な
様

子
が
さ
ら
に
み
え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

武
家
屋
敷
と
地
域
の
つ
な
が
り

ま
た
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す

が
百
姓
地
を
購
入
し
た
場
合
、
年
貢
地
で
あ

れ
ば
武
士
で
あ
っ
て
も
年
貢
を
納
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

回
の
事
例
で
も
村
役
人
も
立
ち
会
い
、
亀
戸

村
の
土
地
台
帳
に
加
入
し
て
、
年
貢
・
諸
役

（
税
）
を
負
担
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま

す
。
嘉
永
３
年
の
酒
井
家
の
抱
屋
敷
取
得
は

武
士
が
土
地
を
購
入
す
る
典
型
的
な
例
と
い

え
、
江
戸
周
辺
に
位
置
す
る
江
東
区
域
一
帯

で
は
、
こ
う
し
た
土
地
の
売
買
が
多
く
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
調
査
し
た
古
文
書
か
ら
詳
細

は
う
か
が
え
ま
せ
ん
が
、
年
貢
地
を
購
入
し

て
「
村
の
一
員
」
と
な
っ
た
大
名
家
は
、
年

貢
諸
役
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
村
の
一
員

と
し
て
の
役
割
」
を
果
た
す
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
村
の
祭
礼
な
ど
で
氏
子

と
し
て
寄
進
す
る
弘
前
藩
津
軽
家
（
中
野

達
哉
『
江
戸
の
武
家
社
会
と
百
姓
・
町
人
』

２
０
１
４
年
、
岩
田
書
院
）
や
歳
暮
の
贈
答

な
ど
「
日
頃
か
ら
の
付
き
合
い
」
が
あ
っ
た

津
山
藩
の
事
例
（
本
誌
No.
２
９
２
）
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
酒
井
家
で
も
そ
う
し
た
「
村

の
一
員
」
と
し
て
地
域
の
人
々
と
な
ん
ら
か

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

亀
戸
屋
敷
の
価
格
と
引
渡

酒
井
家
亀
戸
屋
敷
は
６
５
８
２
坪
の
土

地
を
金
１
３
５
０
両
で
購
入
し
た
と
紹
介
し

ま
し
た
が
、
寛か

ん

政せ
い

元
年
（
１
７
８
９
）
に
津

山
藩
が
深
川
海う

み

辺べ

大
工
町
抱
屋
敷
を
購
入
し

  
資
料
紹
介  「
亀
戸
村
の
一
員
」
と
な
っ
た
大
名
屋
敷
～
庄
内
藩
酒
井
家
の
抱
屋
敷
購
入
～
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た
事
例
（
本
誌
No.
２
９
０
・
２
９
１
）
で
は
、

屋
敷
総
面
積
４
３
６
８
坪
（
建
物
95
坪
）
の

土
地
を
２
０
０
０
両
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

酒
井
家
亀
戸
屋
敷
と
比
べ
て
面
積
が
狭
く
、

建
築
物
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
り
な
が

ら
、
１
坪
あ
た
り
の
価
格
に
し
て
２
倍
以
上

の
差
が
あ
り
ま
す
。
60
年
以
上
前
の
こ
と
と

は
い
え
、
海
辺
大
工
町
は
川
沿
い
で
交
通
の

便
が
良
く
亀
戸
よ
り
江
戸
の
中
心
地
に
も
近

い
こ
と
か
ら
、
立
地
条
件
な
ど
不
動
産
価
値

の
違
い
が
出
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
調
査
で
史
料
１
と
セ
ッ

ト
で
史
料
２
〔
口
上
手
控
〕（
酒
井
家
文
書

４
８
７
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
永

井
家
家
臣
川
嶋
五
八
ら
３
名
か
ら
酒
井
家
の

江
戸
留る

守す

居い

役や
く

ら
に
宛
て
ら
れ
て
ま
す
が
、

古
文
書
が
包
ま
れ
て
い
た
包
紙
に
「
屋
敷
御

引
渡
口こ

う

上じ
ょ
う

手て

扣び
か
え」
と
あ
る
よ
う
に
、
引
渡

の
際
の
手
続
き
の
な
か
で
口
上
を
述
べ
る
時

の
メ
モ
と
し
て
控
え
て
い
た
も
の
の
よ
う
で

す
。
し
か
も
、
文
書
を
相
手
方
の
酒
井
家
が

持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
口
上
を
述
べ

た
の
ち
酒
井
家
に
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
現
代
で
も
式
典
な
ど
で
メ
モ
を
見
な
が

ら
話
す
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
江
戸
時
代

も
そ
う
し
た
光
景
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

※
資
料
閲
覧
・
内
容
確
認
に
あ
た
り
致
道

博
物
館
学
芸
員
の
菅
原
義
勝
氏
に
は
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
芭
蕉
記
念
館　

斉
藤
照
徳
）

史料２　〔口上手控〕
（致道博物館所蔵）

史
料
１
翻
刻

史
料
２
翻
刻

史料1　永代譲渡證文之事
（致道博物館所蔵）

図1　嘉永5年「本所絵図」の酒井家亀戸屋敷
（芭蕉記念館所蔵）

横
十
間
川
→

横
十
間
川
→

➡➡
扌扌
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江
東
区
な
ら
で
は
の
風
景

写
真
は
、

昭
和
30
年

（
１
９
５
５
）

頃ご
ろ

の
平へ

い

久
き
ゅ
う

川が
わ

を
北
方
向

に
見
た
も
の

で
す
。
奥お

く

に

見
え
る
橋
は

鶴か
く

歩ほ

橋ば
し

で
、

右
手
に
清
水

建
設
深
川
木
工
所
（
現
・
東
京
木
工
場
、
木

場
２
︱
15
）、
左
手
に
は
材
木
業
者
の
建
物

が
並
ん
で
い
ま
す
（
富と

み

岡お
か

２
︱
12
）。
両
岸

に
丸
太
が
浮
か
ぶ
川
の
中
央
に
は
、
縦
長
に

筏い
か
だ

組ぐ

み
さ
れ
た
木
材
が
船
で
曳ひ

か
れ
、
筏い

か
だ

師し

が
鳶と

び

口ぐ
ち

や
竿
で
筏
を
操

あ
や
つ

っ
て
い
る
様
子
が
見

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
風
景
は
、
木
場
が
新
木
場

へ
移
転
す
る
頃
ま
で
（
完か

ん

了り
ょ
うは

昭
和
57
年
）、

区
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
木
材

現
在
の
木
場
公
園
あ
た
り
に
木
置
場
（
木

場
）
が
で
き
た
の
は
元げ

ん

禄ろ
く

14
年
（
１
７
０
１
）

以
降
の
こ
と
で
す
。
15
人
の
材
木
問
屋
た
ち

が
開
い
た
木
場
町
の
ほ
か
、
島し

ま

田だ

町ち
ょ
う・

入い
り

船ふ
ね

町ち
ょ
う・

扇
お
う
ぎ

町ち
ょ
う・

茂し
げ

森も
り

町ち
ょ
う・
山や

ま

本も
と

町ち
ょ
う・

西に
し

永な
が

町ち
ょ
う・

吉よ
し

永な
が

町ち
ょ
う・

島し
ま

崎ざ
き

町ち
ょ
う・

三み

好よ
し

町ち
ょ
うの

一
帯
が「
木
場
」

と
呼
ば
れ
ま
し

た
（『
町
方
書

上
』、
図
１
）。

問
屋
た
ち
は
、

幕
府
か
ら
買
い

受
け
た
土
地
の
中
に
汐し

お

入い
り

堀ぼ
り

（
内
堀
）
を
つ

く
り
、木
材
を
漬つ

け
て
お
き
ま
し
た
（
図
２
）。

木
場
に
は
、
諸
国
か
ら
木
材
が
運
ば
れ
て
き

ま
す
が
、
そ
の
都つ

度ど

内
堀
へ
片
付
け
て
い
て

は
費ひ

用よ
う

が
掛か

か
り
、
し
か
も
内
堀
だ
け
で
は

場
所
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
問

屋
た
ち
は
、
深
川
の
川
中
を
木
置
場
と
し
て

木
材
を
繋つ

な

ぎ
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天て
ん

保ぽ
う

13
年
（
１
８
４
２
）、
幕
府
は
船
の

通つ
う

航こ
う

に
支
障
が
あ
る
と
し
て
、
深
川
の
川
中

に
「
竹
木
類
」
を
繋
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
を

禁
止
し
よ
う
と
し
、
材
木
問
屋
た
ち
へ
商
売

上
困
る
か
ど
う
か
を
尋た

ず

ね
て
い
ま
す
（『
重

ち
ょ
う

宝ほ
う

録ろ
く

』
巻
９
）。
問
屋
た
ち
の
回
答
は
次
の

通
り
で
し
た
。

そ
も
そ
も
「
材
木
類
」
は
、
山
で
伐き

り
出

し
て
か
ら
、
筏
や
廻か

い

船せ
ん

で
江え

戸ど

に
運
び
、
木

置
場
で
水
に
漬
け
て
手
入
れ
を
す
る
ま
で
の

間
に
掛
か
っ
た
費
用
を
元
の
値ね

段だ
ん

に
上
乗
せ

す
る
品
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
上
で
内
堀
へ
の

出
し
入
れ
を
す
れ
ば
さ
ら
に
費
用
が
掛
か
っ

て
値
段
が
よ
り
高
く
な
る
か
ら
、
深
川
の
川

中
に
材
木
を
繋
ぎ
と
め
て
お
い
て
き
た
こ

と
。
そ
し
て
、
深
川
は
「
場ば

末す
え

」
の
た
め
に

通
船
も
少
な
く
、
江
戸
市
中
（
隅す

み

田だ

川が
わ

以
西
）

の
川
筋
と
は
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが

違ち
が

う
た
め
、
木
場
が
で

き
た
当
初
よ
り
川
中
を
木
置
場
と
し
て
使
用

し
て
き
た
と
し
、
諸
国
よ
り
材
木
が
到と

う

着ち
ゃ
くす

る
度た

び

に
内
堀
へ
片
付
け
て
い
て
は
費
用
が
増

え
、
材
木
の
値
段
に
影え

い

響き
ょ
うす

る
だ
ろ
う
と
訴

う
っ
た

え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
世せ

話わ

掛が
か
りの

町
名
主
た
ち
は
解
決

策
と
し
て
、
も
と
も
と
問
屋
た
ち
は
材
木
を

川
中
の
両
岸
へ
寄
せ
て
い
て
澪み

お

通ど
お

り
（
船
が

通
航
で
き
る
筋
）
を
空あ

け
て
い
る
が
、
あ
ら

た
め
て
幕
府
か
ら
問
屋
た
ち
へ
通
船
の
妨さ

ま
た

げ

に
な
る
澪
通
り
へ
の
材
木
散さ

ん

乱ら
ん

を
禁
ず
る
命

令
を
出
せ
ば
、
問
屋
た
ち
の
仕
事
に
も
、
通

船
に
も
支し

障し
ょ
うが
出
な
い
だ
ろ
う
と
提
案
し
て

い
ま
す
。

こ
の
結
末
は
不
明
で
す
が
、
以
降
も
川
中

へ
の
木
材
繋け

い

留り
ゅ
うが
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

名
主
た
ち
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
置
場
の
広
が
り

さ
て
、
川
中
に
木
材
が
浮
か
ぶ
光
景
は

ど
れ
く
ら
い
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

だ
い
ぶ
時
代
が
下
り
ま
す
が
、
昭
和
17
年

（
１
９
４
２
）
３
月
現
在
で
、
東
京
市
内
に

お
け
る
木
材
の
繋
留
状
況
を
調
べ
た
史
料
が

あ
り
ま
す
。『
市
内
木
材（
筏
）氾は

ん

濫ら
ん

状
況
調
』

（
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
）
と
題
さ
れ
る
、

東
京
市
港こ

う

湾わ
ん

局き
ょ
く

計
画
課
が
作
成
し
た
謄と

う

写し
ゃ

版ば
ん

の
冊
子
で
す
。

「
は
し
が
き
」
に
は
、「
本
調
書
は
本
市
内

き

お
き

ば

き

お
き

ば

〜
木
置
場
の
広
が
り
〜

〜
木
置
場
の
広
が
り
〜

川
に
木
材
が
浮
か
ぶ
町

川
に
木
材
が
浮
か
ぶ
町

うう

江
東
歴
史
紀
行

江
東
歴
史
紀
行

写真　平久川（江東区教育委員会所蔵）

図１　天保改正御江戸大絵図（部分）
（国立国会図書館デジタルコレクション）

図２　深川木場（『江戸名所図会』）
（江東区教育委員会所蔵）
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木
材
（
筏
）
の
氾
濫
状
況
に
就つ

き
昭
和
十
七

年
三
月
現
在
を
以も

っ

て
港
内
外
地
域
別
に
調
査

せ
る
も
の
に
し
て
、
一い

っ

般ぱ
ん

航こ
う

通つ
う

障し
ょ
う

害が
い

の
範は

ん

囲い

並な
ら
びに

其そ
の

程て
い

度ど

の
槪が

い

況き
ょ
うを

知
ら
し
む
る
と
共
に

別
冊
「
東
京
市
内
貯ち

ょ

木ぼ
く

関
係
入
堀
水
面
積
調

書
」
記き

載さ
い

の
目
的
に
添そ

は
し
め
ん
と
す
る
も

の
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
触ふ

れ
ら
れ

て
い
る
『
東
京
市
内
貯
木
関
係
入
堀
水
面
積

調
書
』（
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
）
と
は
、

同
じ
く
市
港
湾
局
計
画
課
が
昭
和
17
年
１
月

現
在
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。
当
時
、
お
び

た
だ
し
い
量
の
木
材
の
繋
留
筏
が
、
市
内
の

主
要
な
運
河
水
面
を
覆お

お

い
、
ま
た
東
京
港
の

機
能
を
損そ

こ

ね
、
小こ

運う
ん

送そ
う

に
従
事
す
る
艀は

し
け

の
運

航
に
支
障
を
来き

た

し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
将

来
の
貯
木
場
計
画
立
案
を
目
的
と
し
て
、
市

内
の
河
川
運
河

沿ぞ

い
・
入
堀
・

船せ
ん

渠き
ょ

の
う
ち
貯

木
に
関
係
す
る

も
の
の
位
置
や

面
積
を
調
べ
て

い
ま
す
。

『
市
内
木
材
（
筏
）
氾
濫
状
況
調
』
に
は
、

「
港
域
外
市
内
河
川
運
河
沿
木
材
繋
留
面
積

調
査
表
」、「
港
域
内
指
定
外
一
時
木
材
繋
留

面
積
調
査
表
」、「（
参
考
表
）
木
材
繋
留
並

木
材
畳じ

ょ
う

積せ
き

面
積
調
査
」
の
３
つ
の
表
が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
、「
市
内
木
材
（
筏
）
氾
濫
状
況
図
」（
図

３
）が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は「
港

域
外
市
内
河
川
運
河
沿
木
材
繋
留
面
積
調
査

表
」
を
取
り
上
げ
、
江
東
区
域
ほ
か
の
河
川

で
木
材
繋
留
が
ど
れ
だ
け
の
広
が
り
を
有
し

て
い
た
の
か
、
数
値
デ
ー
タ
を
提
示
し
た
い

と
思
い
ま
す
（
表
）。

表
に
よ
る
と
、
例
え
ば
大
横
川
で
は
木

材
繋
留
面
積
が
３
万
７
２
１
４
・
９
㎡
、
そ

の
延
長
が
４
６
９
６
・
４
ｍ
あ
り
、
ま
た
川か

わ

幅は
ば

が
平
均
33
・
56
ｍ
の
と
こ
ろ
、
平
均
で

７
・
93
ｍ
、
最
大
で
14
・
55
ｍ
の
幅
で
水
面

が
繋
留
筏
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
区
域
外
も
含
め
た
繋
留
面
積
の
合
計
は

22
万
３
５
５
８
・
８
㎡
で
あ
り
、
木
場
公
園

の
面
積
が
23
万
８
７
１
１
・
13
㎡
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
川
中
の
木
置
場
は
相
当
の

広
が
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま

す
。
そ
の
状
況
を
図ず

示し

し
た
も
の
が
図
３
と

な
り
ま
す
。

木
場
の
雰ふ

ん

囲い

気き

を
今
に

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
漠ば

く

然ぜ
ん

と
し
て
い
た
木

置
場
の
広
が
り
に
つ
い
て
、
一
時
期
で
す
が

具
体
的
な
数
値
で
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。木

場
は
、
木
材
産
地
と
水
運
で
結

ば
れ
（
近
代
以
降
に
は
陸
運
も
）、
ま

た
汐
入
の
堀
が
貯
木
に
は
最さ

い

適て
き

で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
震
災
・
戦

災
を
乗
り
越
え
、
木
材
の
一
大
集
散

地
と
し
て
の
役
割
を
果は

た
し
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
川
に
木
材
が
浮
か
ぶ
風

景
と
と
も
に
、
江
東
区
域
、
と
く
に

深
川
に
独
特
な
雰
囲
気
を
形
づ
く
っ

て
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
民み

ん

俗ぞ
く

芸
能
の
「
木
場
の

角か
く

乗の
り

」「
木
場
の
木き

遣や
り

」
が
か
つ
て
の

木
場
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原  

修
）

図３　市内木材（筏）氾濫状況図（部分、加筆）（江東区教育委員会所蔵）
河川沿いの濃い線は筏繋留区域を示す。隅田川河口部から荒川河口部まで引かれ
た実線は港界。

表　港域外市内河川運河沿木材繋留面積調査表（『市内木材（筏）氾濫状況調』より作成）
河川運河名 木材繋留面積（㎡） 木材繋留延長（ｍ） 平均出幅（ｍ） 最大出幅（ｍ） 河川運河平均幅員（ｍ）

大横川 37214.9 4696.4 7.93 14.55 33.56
竪川 20335.5 2321.8 8.76 14.55 35.58
横十間川 20801.7 2085.5 9.97 16.36 40.00
仙台堀川 11570.2 1567.3 7.38 10.91 34.06
大島川東支川 6124.0 1145.5 5.35 7.27 22.85
二十間川 18051.2 1701.8 10.61 13.64 38.71
福富川 6381.8 1090.9 5.85 7.27 18.33
油堀川 4871.1 1005.5 4.84 6.36 24.42
十間川（横十間川） 6305.8 1445.5 4.36 5.45 17.44
中ノ川 4626.4 592.7 7.81 11.82 33.51
大横川支川 3441.3 630.9 5.45 6.36 20.15
古石場川 2709.1 596.4 4.54 5.45 21.00
中ノ川支川 1904.1 349.1 5.45 6.36 20.00
越中島川 1471.1 278.2 5.29 6.36 16.18
油堀川東支川 1165.3 223.6 5.21 6.36 14.80
平久川 843.0 163.6 5.15 7.27 31.20
平久川支川 773.6 207.3 3.73 4.55 16.63
福富川支川 588.4 185.5 3.17 3.64 14.86
洲崎川 1117.4 229.1 4.88 5.45 18.27
官有堀三ヶ川 3033.1 534.5 5.67 9.09 ー
東京湾土地会社運河 5686.0 618.2 9.20 12.73 36.36
東京運河第一期線 31487.6 2327.3 13.53 23.64 39.09
東京運河第二期線 21694.2 1218.2 17.81 23.64 35.45
荒川 8593.4 805.5 10.67 21.82 自80.00至220.00
南千住運河 2768.6 363.6 7.61 10.00 35.00

計 223558.8 26383.9 8.47 23.64 ー

港界港界
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要
綱
（
平
成
６
年
４
月
１
日
江
教
生
生
発
第

21
号
）
で
定
め
て
い
ま
す
。
要
綱
の
内
容
を

抜ば
っ

粋す
い

し
て
ご
紹
介
す
る
と
、「
自
由
に
観
覧

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、
屋
外
に
設
置
す
る
」

「
設
置
す
る
際
に
は
江
東
区
文
化
財
保
護
審

議
会
の
意
見
を
聞
く
」「
台
帳
を
作
成
し
管

理
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

区
指
定
文
化
財
所
在
地
の
ほ
か
、
区
登
録
史

跡
の
所
在
地
を
中
心
に
説
明
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
文
化

財
保
護
審
議
会
で
の
客
観
的
か
つ
専
門
的
な

意
見
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
公
益
性
や
内
容

に
つ
い
て
の
正
確
性
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

利
便
性
へ
の
配
慮

設
置
基
準
を
満
た
す
か
ら
と
言
っ
て
、
説

明
板
を
闇や

み

雲く
も

に
設
置
す
れ
ば
い
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
関
連
す
る
文
化
財
の
説
明
板

を
計
画
的
に
設
置
し
た
り
、
同
一
地
域
内
の

説
明
板
を
回
遊
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
従
来
の
文
字
を
中
心
と

し
た
モ
ノ
ク
ロ
の
説
明
板
（
金
属
板
エ
ッ
チ

ン
グ
加
工
等
）
か
ら
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
耐た

い

候こ
う

シ
ー
ト
を
用
い
た
フ
ル
カ
ラ
ー
の
画
像
入

り
と
し
て
、
視
認
性
を
高
め
る
ほ
か
、
外
国

人
向
け
の
英
文
表
記
を
併
記
す
る
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

特
に
英
文
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
英
訳
し
た

だ
け
で
は
、
内
容
が
伝
わ
り
づ
ら
い
た
め
、

は
じ
め
に

文
化
財
説
明
板
と
は
、
文
字
通
り
文
化

財
の
説
明
を
記
し
た
案
内
板
で
す
（
図
１
）。

名
称
や
形
状
は
国
や
都
、
各
区
市
町
村
に

よ
っ
て
差
異
が
あ
り
ま
す
が
、
記
載
内
容
は
、

名
称
・
指
定
登
録
日
・
所
在
地
・
由
来
・
価

値
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
根
拠

江
東
区
で
は
、
文
化
財
に
つ
い
て
の
保
存

活
用
に
つ
い
て
定
め
た
江
東
区
文
化
財
保
護

条
例
（
昭
和
55
年
10
月
11
日
条
例
第
32
号
）

第
33
条
で
、「
教
育
委
員
会
は
、
区
指
定
有

形
文
化
財
等
の
う
ち
、
区
民
の
観
覧
の
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
文
化
財
の
所
有
者
及
び
権け

ん

原げ
ん

に
基
づ
く

占
有
者
の
同
意
を
得
て
、
標
識
又
は
説
明
板

を
設
置
し
、（
以
下
略
）」
と
規
定
し
て
お
り
、

こ
れ
が
文
化
財
説
明
板
の
設
置
根
拠
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
同
条
例
及
び
同
条
例
施せ

行こ
う

規
則

に
基
づ
く
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
具
体

的
な
規
定
を
、
江
東
区
文
化
財
標
識
等
設
置

表
現
や
用
語
の
選
択
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
記
載
内
容
が
増
え
た
こ
と
で
、
板
面

の
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
規
の
設
置
作
業
と
あ
わ
せ
て
、

既
存
の
説
明
板
に
つ
い
て
も
、
太
陽
光
の
影

響
で
板
面
が
劣
化
し
て
読
み
辛づ

ら

い
も
の
、
内

容
の
修
正
が
必
要
な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
、
順
次
最

新
の
も
の
に
更
新
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
置
ま
で
の
手
順

さ
て
、
少
し
堅
苦
し
い
内
容
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
文
化
財
説
明
板
設
置
ま

で
の
手
順
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

①【
設
置
対
象
と
な
る
文
化
財
の
選
定
】

②�【
文
化
財
専
門
員
に
よ
る
文
面
作
成
と
設

置
場
所
の
選
定
】

③【
文
化
財
専
門
員
間
で
の
内
容
確
認
】

④【
文
化
財
保
護
審
議
会
で
の
意
見
聴
取
】

⑤【�

文
化
財
保
護
審
議
会
で
の
指
摘
事
項
を

踏
ま
え
た
内
容
修
正
】

⑥【�

設
置
場
所
を
所
管
す
る
部
署
への
占
用
許

可
申
請
】

⑦【
施
工
業
者
と
の
契
約
】

⑧【
板
面
デ
ザ
イ
ン
の
提
出
と
校
正
】

⑨【
設
置
工
事
】

⑩【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
広
報
】

こ
の
よ
う
に
、
工
程
は
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
作
業
に
は
半
年
以
上
を
必
要
と
し
ま
す
。

さ
い
ご
に

江
東
区
は
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
に

よ
る
空
襲
、
風
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
化
財
登
録

し
て
い
る
史
跡
に
も
原
形
や
遺い

構こ
う

が
失
わ
れ

て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
江
東
区

で
は
、
そ
の
よ
う
な
文
化
財
に
と
っ
て
の
文

化
財
説
明
板
は
、
文
化
財
に
準
ず
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
考
え
に
基
づ
き
、
確
認
作
業
や
修
正
・

更
新
作
業
、
管
理
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
も
し
も
文
化
財
説
明
板
の

破
損
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
文
化
財
係
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

文
化
観
光
課
で
編
集
発
行
し
て
い
る
『
ゆ

こ
う
あ
る
こ
う  

こ
う
と
う
文
化
財
ま
っ
ぷ
』

で
は
、
地
図
上
に
文
化
財
説
明
板
の
位
置
を

明
記
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
文
化
財

だ
け
で
な
く
、「
文
化
財
を
伝
え
る
」
と
い

う
思
い
を
込
め
た
文
化
財
説
明
板
に
も
注
目

し
て
文
化
財
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。（

文
化
財
専
門
員　

勝
田
真
幸
）

図1 文化財説明板全景

図2 画像や英文を載せた
近年設置の説明板の板面


